社会科　２学年　1

	[bookmark: _GoBack]単元の
目標
	・観察や野外調査，文献調査を行う際の視点や方法，地理的なまとめ方の基礎を理解する。単元名「身近な地域の調査」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

・地形図や主題図の読図，目的や用途に適した地図の作成などの地理的技能を身に付ける。
・地域調査において，対象となる場所の特徴などに着目して， 適切な主題や調査，まとめとなるように，調査の手法やその結果を多面的・多角的に考察し，表現する。
・地域調査の手法について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	１
(1)
	「調査テーマを決めよう」
◎地域に対する疑問を整理して，調査するテーマを設定し仮説を立てる。
○日頃から感じている疑問や写真や資料を見て抱いた疑問を，日本の諸地域で学んだ五つの視点で整理・分類する。
	
	
	
	②地図や景観写真，統計資料などを活用し，対象地域に関する疑問をとらえ，対象地域を調べる視点や調査テーマを決める手順を理解させる。

	２
(2)
	「調査方法を考えよう」　
◎調査を進めるための調査項目や調査方法について理解する。
○教室内でできる調査方法と野外調査を組み合わせた計画的な準備を進める。
	○
	
	
	

	３
(3)
	「野外調査を実行しよう」単元名「身近な地域の調査」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

◎野外調査と聞き取り調査についてテーマを基に追究する。
○調査ノートを作成し，ルートマップや聞き取り調査の結果，景観のスケッチなどを記録する。
	
	
	
	

	４
(4)
	「調査を深めて結果を発表しよう」
◎調査した結果をまとめたり，資料を関連させたりして野外調査で分からなかったことを確かめ，地域の特色や課題をとらえ表現する。
○調査のテーマや目的，調査方法，調査結果，結論などについて簡潔に記述させたり，視覚的に分かりやすくさせたりする。
	
	○
	○
	②調査結果を適切に分かりやすくレポートなどにまとめ，より良い調査結果のまとめ方を理解させる。















	単元
の
目標
	・日本の地形や気候の特色，海洋に囲まれた日本の国土の特色，自然災害と防災への取組などを基に，日本の自然環境に関する特色を理解する。単元名「日本の地域的特色」　学習指導要領の内容[C（２）アイ］

・少子高齢化の課題，国内の人口分布や過疎・過密問題などを基に，日本の人口に関する特色を理解する。
・日本の資源・エネルギー利用の現状，国内の産業の動向，環境やエネルギーに関する課題などを基に，日本の資源・エネルギーと産業に関する特色を理解する。
・国内や日本と世界との交通・通信網の整備状況，これを活用した陸上，海上輸送などの物流や人の往来を基に，国内各地や日本と世界との結び付きの特色を理解する。
・「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信」の項目に基づく地域区分を踏まえ，我が国の国土の特色を大観し理解する。
・日本や国内地域に関する各種の主題図を基に地域区分をする技能を身に付ける。
・「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信」の項目について，それぞれの地域区分を，地域の共通点や差異，分布などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現する。
・日本の地域的特色を，「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信」の項目に基づく地域区分などに着目して，それらを関連付けて多面的・多角的に考察し，表現する。
・日本の地域的特色と地域区分について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	13時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「山がちな日本の地形」
◎日本の山地や造山帯の特色を理解する。
○世界の火山の分布と日本列島の位置との関係に着目させ資料を読み取る。
	
	
	
	②地図を活用して，世界の火山の分布を適切に読み取り，我が国が山がちな国土となっていることを理解させる。

	2
(2)
	「川がつくる地形と海岸や海洋の特色」
◎日本の川と平野との関係や特色を理解する。
○世界の川や平野の特色と比較し，その違いに気付く。
	
	
	
	②資料から世界と日本の川や平野の違いを比較しながらそれぞれの特色を読み取り，日本の川や平野の地形的な特色を理解させる。

	3
(3)
	「日本の気候」単元名「日本の地域的特色」　学習指導要領の内容[C（２）アイ］

◎日本の気候の特色や地域による違いを理解する。
○景観写真や雨温図から日本の気候が大きく六つに分けられることに気付く。
	
	
	
	②雨温図から日本の六つの気候の違いを適切に読み取り，日本の六つの気候の特色を理解させる。

	4
(4)
	「日本のさまざまな自然災害」
◎日本で発生する自然災害の特色を理解し，地形や気候など自然環境との関連や課題について理解する。
○これまで発生した自然災害の具体的な事例を活用する。
	○
	
	
	1 防災副読本３章④「仙台平野　災害の歴史を学ぼう」で仙台市における自然災害について理解を深めさせる。

	5
(5)
	「自然災害に対する備え」
◎日本で取り組まれている防災や減災の取組を理解し，自然災害に対する備えについて具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○具体的に行われている取組を基に，これからの自然災害への備えを主体的に考える。
	
	　○
	
	1 防災副読本６章③「仙台の自然災害年表・復興年表」を活用し，災害について理解を深めさせる。
②ハザードマップを活用し，自然災害の情報を適切に読み取り，日本で取り組まれている防災や減災の取組の特色を理解させる。

	6
(6)

	「日本の人口」
◎日本の人口分布や年齢別人口構成の特色を理解し，人々の生活に及ぼす影響について具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○人口ピラミッドの変化から日本が少子高齢社会になったことや人々の生活に及ぼす影響について考える。
	
	
	
	2 分布図や人口ピラミッドを活用して，日本の人口分布や年齢別人口構成の特色を適切に読み取り，日本の人口分布や年齢別人口構成の特色や課題を理解させる。

	7
(7)
	「日本の資源･エネルギーと電力」単元名「日本の地域的特色」　学習指導要領の内容[C（２）アイ］

◎日本における資源の有効活用や持続可能な社会の実現に向けてのエネルギー活用について具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○東日本大震災での原子力発電所の事故以来，変化してきている日本の資源やエネルギーに関する考え方に着目する。
	
	
	
	②様々な資料から，東日本大震災での原子力発電所の事故以来，変化してきている日本の資源やエネルギーに関する考え方を適切に読み取り，日本の資源・エネルギーと電力の現状や課題を理解させる。

	8
(8)
	「日本の農業・林業・漁業とその変化」
◎日本の農業・林業・漁業の特色や課題，変化を理解する。
○海外との競争や従事者の高齢化や後継者不足などが大きな課題となっていることに気付く。
	
	
	
	②様々な資料から日本の農業地域の分布や各地方の農業生産の特色や課題を適切に読み取り，日本の農業・林業・漁業の特色を理解させる。

	9
(9)
	「日本の工業とその変化」
◎日本の工業地域の分布や工業出荷額を基に，日本の工業の特　色と変化，課題について具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○日本の工場の立地が変化する理由や日本の企業が海外に進出する理由を考える。
	
	
	
	2 工業出荷額の内訳を示す統計資料から日本の主な工業地帯・工業地域の特色を適切に読み取り，日本の工業の変化や課題を理解させる。

	10
(10)
	「日本の商業・サービス業」
◎日本の商業・サービス業の現状と課題を理解する。
○産業の高度化が進む中で，特に近年，サービス業の中でも情報通信技術（ICT）関連産業が急速に拡大することに着目する。
	
	
	
	3 テレビやインターネットを利用した無店舗販売や情報通信技術（ICT）関連産業が急速に拡大することによっておこる社会の変化や影響について多面的・多角的に話し合わせる。

	11
(11)
	「日本の交通網・通信網」単元名「日本の地域的特色」　学習指導要領の内容[C（２）アイ］

◎交通網や通信網が発達することによって起こった，世界や日本の地域間の結び付きの変化を理解する。
○世界や日本の地域間の結び付きが強まったことによって利点や問題点に気付く。
	
	
	
	②様々な資料から，交通網や通信網が発達することによって起こった，世界や日本の地域間の結び付きの変化を適切に読み取り，世界や日本の地域間の結び付きの変化や特色を理解させる。

	12
(12)
	「さまざまな地域区分」
◎日本を区分する様々な視点を知り，様々な地域区分があることを理解する。
○形式地域による区分であるのか，実質地域による区分であるのかに留意しながら区分の仕方を理解する。
	○
	
	
	

	13
(13)
	「章の学習を振り返ろう」
◎「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「地域間の結び付き」など日本の地域的特色の基本的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
○分布や地域などに着目しながら，「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「地域間の結び付き」など日本の地域的特色やそこで生ずる課題を基に表現する。
	
	○
	○
	③分布や地域などに着目して，「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「地域間の結び付き」など日本の地域的特色を整理し，話し合わせる。







	単元の
目標
	・江戸幕府の成立と大名統制，鎖国などの幕府の対外政策と対外関係を基に，幕府と藩による支配が確立したことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「武士による全国支配の完成」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]

・統一政権の諸政策の目的に着目して，江戸幕府により全国を支配する仕組みが作られ，安定した社会が構築されたことを考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・江戸幕府の成立と対外関係について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「幕藩体制の始まり」
◎江戸幕府は大名や朝廷を統制するために，どのような仕組みをつくったのか資料を基に読み取る。
○江戸幕府は大名や朝廷を統制するために，どのような仕組みをつくったのか，文章や資料から読み取る。
	
	
	
	④博物館にある展示物・貸出教材や博物館HPや学習プログラムと関連付けて学習を進める。
・「楽山公行列図巻」（仙台藩主の大名行列）の展示（不定期），貸出教材（写真パネル・画像データ）で関心を持たせる。
・博物館HPキッズコーナーに，関連ページ（「江戸時代の交通と参勤交代」）を基に調べさせる。
・博物館学習プログラム「仙台藩の参勤交代を調べよう」と関連させて学習を進める。

	2
(2)
	「朱印船貿易から貿易統制へ」単元名「武士による全国支配の完成」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]

◎江戸幕府は，盛んになっていた貿易やキリスト教の布教に，どのように対処していったのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○江戸幕府の外交・貿易政策は，国内政策との関係で，どのように変化したのか，年表などから読み取ったり考えたりする。
	
	
	
	②キリスト教の禁止と貿易統制までの流れについて，教科書の年表や本文から主な事柄を読み取り，流れ図などで適切にまとめ，理解させる。

	3
(3)
	「四つに絞られた貿易の窓口」
◎幕府は，貿易についてどのような政策を取り，どこを窓口としたのか理解する。
○幕府は，四つの窓口を通して世界とどのようにつながっていたのか，地図でそれぞれの窓口を確認しながらまとめる。
	○
	
	
	④博物館にある展示物・貸出教材や博物館HPや学習プログラムと関連付けて学習を進める。
・「慶長遣欧使節関連資料」の展示（不定期），貸出教材（写真パネル・画像データ）で関心を持たせる。
・博物館HPキッズコーナーに，関連ページ（「支倉常長と慶長遣欧使節」）を基に調べさせる。
・博物館学習プログラム「慶長遣欧使節と支倉常長」と関連させて学習を進める。

	4
(4)
	「琉球王国とアイヌの人々への支配」
◎琉球王国とアイヌの人々は，薩摩藩や松前藩とどのような関係にあったか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○琉球王国とアイヌの人々は，薩摩藩や松前藩とどのような関係にあったのか，絵画資料などから読み取り，江戸時代になってどのように変化したのかを説明する。
◇節の問いを振り返ろう◇
江戸幕府が安定した全国支配ができた理由を，統治の仕組みと関係させて説明する。
	
	○
	○
	③琉球王国とアイヌの人々の生活が，江戸時代になってどのように変化したのか，薩摩藩や松前藩との関係に触れながら考察させ，話し合わせる。

	単元
の
目標
	・身分制と農村の様子を基に，幕府と藩による支配が確立したこと，産業や交通の発達，教育の普及と文化の広がりを基に，町人文化が都市を中心に形成されたことや，各地方の生活文化が生まれたことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「天下泰平の世の中」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]

・統一政権の諸政策の目的に着目して，江戸幕府により全国を支配する仕組みが作られ，都市や農村における生活や変化し，安定した社会が構築されたことを考察したり，産業の発達と文化の担い手の変化に着目して，都市を中心とした経済が形成されていく中で，日本の文化の空間的な広がりが生み出され，それを背景として各地方の生活文化が生まれたことや，生産技術の向上や交通の整備と町人文化の特徴を考察したりするなど，事象を相互に関連付けるなどして，近世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・産業の発達と町人文化などについて，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表　　　
	態度
	

	1
(1)
	「タイムトラベル⑧　江戸時代を眺めてみよう」
◎江戸時代のある街道沿いの農村の様子を描いた想像図を見て，安土桃山時代と比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があったのかを読み取る。
○「次の場面を探してみよう！」の課題の他，武士の屋敷の周辺の様子に注目し，平安時代の貴族の屋敷との共通点（農地に囲まれていること）に気付く。
	
	
	
	①１人１台端末の付箋機能を用いて，共通点や変化について個人や班でまとめさせる。

	2
(2)
	「身分制の下での暮らし」
◎江戸時代の身分制とは，どのような仕組みなのか理解する。
○江戸時代の人々は，身分制社会の下でどのような暮らしをしていたのか，文章や資料などから読み取ってまとめる。
	
	
	
	④博物館にある貸出教材や博物館HPを活用し学習を進める。
・「仙台城下の町割り図」の貸出教材（写真パネル・画像データ）で関心を持たせる。
・博物館HPキッズコーナーに，関連ページ（「仙台城と城下町」）を基に調べさせる。

	3
(3)
	「安定する社会と諸産業の発達」
◎江戸時代の国内産業は，どのように発達していったのか理解する。
○江戸時代の国内産業は，どのように発達していったのか，絵画資料や地図などから読み取ってまとめる。
	
	
	
	④博物館にある「米つくり絵馬」の貸出教材（写真パネル・画像データ）で当時の農業の様子について関心を持たせる。

	4
(4)
	「各地を結ぶ陸の道・海の道」
◎交通網の整備は，都市や産業の発達にどのような影響を与えたのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○交通網の整備は，都市や産業の発達にどのような影響を与えたのか，三都を中心とした都市の成長などを踏まえながら考える。
	
	○
	
	③大阪が商業の中心として発達した理由を，交通網の整備や江戸との関係，諸藩の蔵屋敷がおかれたことなどに触れて考察させ，適切に表現させる。
④博物館にある貸出教材や博物館HPを活用して学習を進める。
・博物館に「領国絵図」のパネルや貸出教材（画材　　データ）あり。
・『仙台市史資料編３近世２城下町別冊』に「仙台奥州街道絵図」「増補行程記」に絵図資料あり。

	5
(5)
	「上方で栄えた町人の元禄文化」
◎江戸時代前半にはどのような特色を持った文化が展開したのか理解する。
○江戸時代前半にはどのような特色を持った文化が展開したのか，文化を生み出した担い手の考えを中心に調べてまとめる。
	○
	
	○
	②個人や班の意見を１人１台端末の付箋機能にまとめる。
③各班で個人の意見を集約・分類してまとめさせる。


単元名「天下泰平の世の中」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]

	単元
の
目標
	・社会の変動や欧米諸国の接近，幕府の政治改革，新しい学問・思想の動きなどを基に，幕府の政治が次第に行き詰まりをみせたことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「社会の変化と幕府の対策」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]

・社会の変化と幕府の政策の変化に着目して，貨幣経済が農村に広がる中で経済的な格差が生み出され，それらの背景として百姓一揆が起こったことや，社会や経済の変化への対応としての諸改革の展開を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・幕府政治の展開について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「貨幣経済の広まり」
◎徳川吉宗はどのような改革を行ったのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○徳川吉宗はどのような改革を行ったのか，また，貨幣を使う機会が増え，農村ではどのような変化があったのか，文章やグラフなどの資料から読み取り，考える。
	
	
	
	②徳川吉宗が財政の立て直しのために行った政策を文章から読み取り，成果や課題についても表などで適切にまとめ，理解させる。

	2
(2)
	「繰り返される要求と改革」単元名「社会の変化と幕府の対策」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]

◎百姓の要求と財政難に対して，幕府はどのような対応を行ったのか理解する。
○百姓の要求と財政難に対して，幕府はどのような対応を行ったのか，田沼意次と松平定信の政策のちがいに着目させて，表にまとめる。
	
	
	
	④博物館にある貸出教材や博物館HPを活用して学習を進める。
・博物館に「天明飢死図集」の貸出教材（画像データ）で関心を持たせる。
・博物館HPのキッズコーナーに，関連ページ（「農村の暮らしとききん」）を基に調べさせる。
②興味をもった作品や人物の詳細について１人１台端末で調べて，まとめさせる。

	3
(3)
	「江戸の庶民が担った化政文化」
◎江戸時代後半には，どのような特色を持った文化が展開したのか理解する。
○江戸時代後半には，どのような特色をもった文化が展開したのか，文化を生み出した担い手の考えを中心に調べてまとめる。
◇節の問いを振り返ろう◇
江戸時代後期に行われた幕府の諸改革は，どのような結果であったか，社会の変化と関連付けてそれぞれ説明する。
	○
	
	
	④博物館にある貸出教材や博物館HPを活用して学習を進める。
・博物館に「解体新書」の展示（不定期），貸出教材（画像データ）あり。
・博物館HPのキッズコーナーに，関連ページ（「蘭学」）あり。

	4
(4)
	「多面的・多角的に考えてみよう」
◎赤穂事件について多面的・多角的に考察する。
○赤穂事件の概要と武家諸法度の方針が変更されていたことを　踏まえ，主君の仇討ちを果たした赤穂浪士を「忠義の義士」として許すか，「徒党」を組んだ罪で厳罰にするべきかを考える。
	
	○
	
	③赤穂浪士を助命すべきという主張と処罰すべきという主張の根拠を踏まえ，当時の資料に基づいて将軍としてどのような判断を下すべきか考察し，根拠を明確にして適切に説明させる。
②事件の概要についてまとめた短時間の動画を視聴させ，概要を理解させる。

	5
(5)
	「章の学習を振り返ろう」
◎武家政権の展開と世界の動きについて全国を統一する安定した政権を成立させたものは何か，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○全国を統一するために織田・豊臣・江戸幕府が行った政策で共通する点に着目し，安定した政権が成立するために必要なことを考えて発表し，意見交換を行う。
近世とはどのような時代か，自分の言葉で表現し，意見交換を行う。
	
	○
	○
	③安定した政権が成立する条件に着目するなどして，近世の日本を大観し，時代の特色を多面的・多角的に考察し，適切に表現させる。















単元名「社会の変化と幕府の対策」　学習指導要領の内容[B（３）アイ]


	単元
の
目標
	・地図や資料から，九州地方の自然環境の特色やそれを生かした産業，自然災害や防災への取組を読み取り，九州地方の地形や気候などの自然環境に関する特色や，人々の生活や産業と自然環境との関わりについて理解する。単元名「九州地方」　学習指導要領の内容[C（３）アイ]

・自然環境に注目しながら，九州地方に暮らす人々の生活と産業との関係について多面的・多角的に考察する。
・九州地方の自然環境と生活，産業との関係について関心を持ち，九州地方の特色を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「九州地方の自然環境」
◎九州地方では，地形や気候にどのような特色が見られるのか理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　
○九州地方を概観し，自然や人々の生活の特色を理解する。
	
	
	
	②地図や雨温図などから，自然環境を視点とした九州地方の特色を大まかに読み取り，九州地方の都道府県や地形の位置と名称を理解させる。

	2
(2)
	「火山と共にある九州の人々の生活」
◎火山は人々の生活や産業にどのような影響を与えているのか具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○火山の恵みと被害の両面を理解し，その利点の生かし方や防災への取組を考える。
	
	
	
	②様々な資料から九州地方における火山の恵みや被害の実態について適切に読み取り，九州地方の自然環境を生かした産業や，災害，防災への取組などを理解させる。

	3
(3)

	「自然を生かした九州地方の農業」
◎火山活動の影響を受けた土地や温暖な気候を生かして，九州地方ではどのような農業が行われているのか理解する。
○温暖な気候や火山活動の影響を受けた土地を生かした農業の実態をとらえ，その特色を理解する。
	
	
	
	②様々な資料から九州地方の自然環境と農業との関連について適切に読み取り，九州南部の畜産やシラス台地での畑作，北部での稲作の実態を理解させる。

	4
(4)
	「都市や産業の発展と自然環境」
◎アジアの国々に近いということが，都市や地域の産業の発展にどのような影響を与えているのか理解する。
○アジアに近いという特色を生かして発展してきた都市や工業の歴史をとらえ，その特色を理解する。
	
	
	
	②地図やその他の資料からアジアに近いことで都市や工業が発達してきた実態を適切に読み取り，アジアに近いという立地から原燃料が調達しやすいことで発達した九州の工業について理解させる。

	5
(5)
	「南西諸島の自然環境と人々の生活や産業」
◎南西諸島の自然環境は，人々の生活・文化や歴史，産業とどのように関わっているのか理解する。
○温暖な気候やアジアとの交流の歴史などに着目しながら，特色のある南西諸島での人々の暮らしについて理解する。
	○
	
	
	②様々な資料からアジアに近いという位置と独自の文化や生活の発展との関連を適切に読み取り，アジアとの交流の歴史や軍事基地のある地域での生活について理解させる。

	6
(6)
	「節の学習を振り返ろう」
◎九州地方の自然環境は，人々の生活や産業にどのような影響を与えているのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○九州地方の基本的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	③九州地方の地域的特色や九州地方の課題，これからの九州地方の在り方について，単元の学習の成果を生かして多面的・多角的に考察し，表現させる。


単元名「九州地方」　学習指導要領の内容[C（３）アイ]


	単元
の
目標
	・地図や資料から，中国・四国地方の交通・通信網による結び付きを具体的にとらえ，他地域との結び付きに注目した視点で産業や生活の変化を理解する。単元名「中国・四国地方」　学習指導要領の内容[C（３）アイ]

・他地域との結び付きや産業の変容を，人や物の移動の量や方向から多面的・多角的に考察する。
・中国・四国地方の歴史や地形，他地域との結び付きに関心を持ち，それを主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「中国・四国地方の自然環境」
◎中国・四国地方では，地形や気候にどのような特色が見られるのか理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　
○中国・四国地方を概観し，自然や人々の生活の特色を理解する。
	
	
	
	②雨温図を活用して，山陰，瀬戸内，南四国の気候の特色を適切に読み取り，中国・四国地方の地形や気候の特色を理解させる。

	2
(2)
	「交通網の整備と人々の生活の変化」
◎本州四国連絡橋や高速道路の開通は，人々の生活をどのように変化させたのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○本州四国連絡橋や高速道路の整備による地域の人々の生活の変化について考える。
	
	
	
	②様々な資料を活用して交通網の整備によって他地域と結びついたことによる地域の変化を適切に読み取り，本州四国連絡橋や高速道路の整備による地域の人々の生活の変化を理解させる。

	3
(3)

	「瀬戸内海の海運と工業の発展」
◎瀬戸内海に面した地域では，船を使った輸送を利用して，どのように工業を発展させてきたのか，理解する。
○海上交通の利点を生かした瀬戸内地域の工業の特色について考える。
	
	
	
	②様々な資料から，海上交通の利点を生かした瀬戸内地域の工業の特色を適切に読み取り，海上交通の利点を生かした瀬戸内地域の工業の特色を理解させる。

	4
(4)
	「交通網を生かして発展する農業」
◎瀬戸内や南四国で生産される農産物は，どのようにして競争力を高め，市場を広げてきたのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○他地域との結び付きを生かして全国展開を進めている瀬戸内や南四国の農業の特色について考える。
	
	
	
	②様々な資料から，他地域との結び付きを生かして全国展開を進めている瀬戸内や南四国の農業の実態を適切に読み取り，その特色を理解させる。

	5
(5)
	「人々を呼び寄せる地域の取り組み」
◎過疎化や高齢化が進むなかで，交通網が整備されたことにより，地域にどのような変化が生じたのか，具体的な事例を基に理解する。
○過疎化が進む山陰地域の，交通網の整備による変化について考える。
	○
	
	
	②１人１台端末を利用して，地域おこしの事例を調べ，山陰地域で行われている観光を中心とした取組を理解させる。

	6
(6)
	「節の学習を振り返ろう」
◎中国･四国地方における交通網や通信網の整備は，人々の生活や産業にどのような影響を与えているのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○中国・四国地方の基本的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	③中国・四国地方の地域的特色や中国・四国地方の課題，これからの中国・四国地方の在り方について単元の学習の成果を生かして多面的・多角的に考察し，表現させる。


単元名「中国・四国地方」　学習指導要領の内容[C（３）アイ]

	単元
の
目標
	・地図や資料から，近畿地方の自然環境や歴史的景観の保全について読み取り，環境保全に注目した視点から，近畿地方の地域的特色を理解する。単元名「近畿地方」　学習指導要領の内容[C（３）アイ]

・自然環境や歴史的景観の保全に注目しながら，そこに住む人々の生活や産業の変化などとの関係について，原因と対策，目的の面から多面的・多角的に考察する。
・自然環境や歴史的景観の保全の視点からみた近畿地方の地域的特色に関心を持ち，自然環境や人々の生活，産業などと関連させながら，主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「近畿地方の自然環境」
◎近畿地方では，地形や気候にどのような特色が見られるのか理解する。
○近畿地方を概観し，自然環境や人々の生活の特色を理解する。
	
	
	
	②地図や雨温図から近畿地方の地形や気候の特色を適切に読み取り，近畿地方の地形や気候の特色を理解させる。

	2
(2)
	「琵琶湖の水が支える京阪神大都市圏」
◎京阪神大都市圏の水源である琵琶湖とその周辺では，環境保全のために，どのような取組が行われてきたのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○京阪神大都市圏の水源である琵琶湖の環境保全の重要性について考える。
	
	
	
	②様々な資料から琵琶湖の水質汚濁の状況や環境保全の取組などを適切に読み取り，京阪神大都市圏の生活を支える水源としての琵琶湖の重要性について理解させる。

	3
(3)

	「阪神工業地帯と環境問題への取り組み」
◎阪神工業地帯では，工業の発展と共に生じた環境問題に対して，どのように取り組んできたのか理解する。
○阪神工業地帯の現状や課題を追究し，環境保全の取組について考える。
	
	
	
	②様々な資料から阪神工業地帯の現状や課題を適切に読み取り，阪神工業地帯の環境問題や環境保全の取組を理解させる。

	4
(4)
	「古都京都・奈良と歴史的景観の保全」
◎京都と奈良では，歴史的景観を保全していくために，どのような取組が行われているのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○京都や奈良の町なみの変化や歴史的景観を守る取組について考える。
	
	
	
	②様々な景観写真から歴史的景観を守るための工夫や努力を適切に読み取り，京都や奈良の歴史的景観を守る様々な取組を理解させる。

	5
(5)
	「環境に配慮した林業と漁業」
◎近畿地方で行われている林業・漁業では，観光を保全するために，どのような取組を行っているのか理解する。
○近畿地方の林業や漁業の特色と環境保全の取組について考える。
	○
	
	
	②様々な資料から林業や漁業がかかえる現状と課題を適切に読み取り，近畿地方の林業や漁業の特色と環境保全の取組を理解させる。

	6
(6)
	「節の学習を振り返ろう」
◎近畿地方における自然環境や歴史的景観の保全は，人口の増加や産業の発展のなかで，どのように取り組まれてきたのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○近畿地方の基本的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	③近畿地方の地域的特色や近畿地方の課題，これからの近畿地方の在り方について，単元の学習の成果を生かして多面的・多角的に考察し，表現させる。
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